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一
は
じ
め
に
わ
が
国
の
学
校
観
の
深
層
に
横
た
わ
る
も
の
の
一
つ
に
「
質
朴
堅
牢
」
主
義
が
あ
げ
ら
れ
る
。
学
校
の
校
舎
は
耐
久
性
の
高
い
建
築
物
で
あ
る
べ
き
と
す
る
一
方
、
文
化
施
設
と
し
て
の
デ
ザ
イ
ン
の
美
し
さ
を
求
め
る
こ
と
に
は
否
定
的
な
こ
の
考
え
方
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
で
は
質
素
で
堅
牢
な
校
舎
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
、
長
い
あ
い
だ
無
味
乾
燥
な
学
校
建
築
が
建
て
ら
れ
て
き
た
。
「
質
朴
堅
牢
」
主
義
に
よ
っ
て
、
学
校
建
築
は
「
平
板
で
退
屈
な
画
一
的
建
物
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
（
1
）の
で
あ
る
。
「
質
朴
堅
牢
」
主
義
は
、
校
舎
の
建
築
費
を
抑
え
な
が
ら
学
校
教
育
の
普
及
を
は
か
る
と
い
う
政
策
を
支
え
た
だ
け
で
な
く
、
質
素
な
環
境
こ
そ
が
教
育
的
な
意
味
を
持
つ
と
い
う
考
え
方
に
も
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
第
二
次
大
戦
後
ま
も
な
く
文
部
省
が
作
成
し
た
学
校
建
築
の
手
引
書
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
学
校
建
築
が
美
し
さ
を
欠
い
て
い
た
理
由
と
し
て
、「
不
自
由
な
環
境
の
も
と
に
あ
る
ほ
ど
教
育
の
効
果
が
あ
が
る
と
い
う
考
え
が
支
配
的
で
あ
っ
た
」
（
2
）こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
学
校
建
築
観
に
つ
い
て
喜
多
明
人
は
、「
立
身
出
世
と
結
び
つ
い
た
二
宮
金
次
郎
流
の
和
魂
型
の
教
育
環
境
観
で
あ
る
」
（
3
）と
述
べ
て
い
る
。
一
「
質
朴
堅
牢
」
と
い
う
考
え
方
が
初
め
て
立
法
化
さ
れ
た
の
は
、
一
八
九
一
年
（
明
治
二
四
年
）
一
一
月
に
改
正
さ
れ
た
小
学
校
設
備
準
則
の
第
二
条
に
お
い
て
、
校
舎
の
建
築
は
「
務
メ
テ
外
観
ノ
虚
飾
ヲ
去
リ
質
朴
堅
牢
ニ
シ
テ
土
地
ノ
民
度
ニ
適
合
シ
タ
ル
モ
ノ
タ
ル
ヘ
シ
」
と
定
め
ら
れ
た
と
き
で
あ
る
（
4
）。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
に
明
治
半
ば
に
立
法
化
さ
れ
、
長
き
に
わ
た
っ
て
わ
が
国
の
学
校
建
築
観
を
支
配
し
て
き
た
こ
の
「
質
朴
堅
牢
」
主
義
に
つ
い
て
、
小
学
校
建
築
に
議
論
を
絞
っ
て
、
そ
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
分
析
の
対
象
に
す
る
の
は
、
一
八
七
二
年
（
明
治
五
年
）
八
月
の
「
学
制
」
か
ら
、
一
八
九
一
年
（
明
治
二
四
年
）
一
一
月
の
小
学
校
設
備
準
則
の
改
正
ま
で
と
し
、
こ
の
あ
い
だ
に
「
質
朴
堅
牢
」
主
義
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
き
た
か
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
二
大
学
区
巡
視
報
告
一
八
七
二
年
（
明
治
五
年
）
の
「
学
制
」
で
は
、
第
一
〇
五
条
に
お
い
て
、「
凡
大
中
小
学
校
ノ
営
繕
ハ
公
私
共
務
テ
完
全
ナ
ル
ヲ
期
ス
若
目
前
ノ
速
成
ヲ
欲
シ
テ
事
姑
息
ニ
渉
ラ
ハ
到
底
得
ル
所
ナ
カ
ル
ヘ
シ
故
ニ
其
力
ヲ
計
リ
今
年
其
一
ヲ
ナ
シ
明
年
其
二
ヲ
ナ
シ
順
次
進
歩
数
年
ヲ
期
シ
テ
全
国
ノ
完
整
ニ
至
ル
ヲ
要
ス
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
学
制
」
原
案
に
付
さ
れ
た
文
部
省
の
上
申
書
類
「
着
手
ノ
順
序
」
に
お
い
て
も
、
そ
の
第
八
項
で
「
凡
諸
学
校
ヲ
設
ク
ル
ニ
新
築
営
繕
ノ
如
キ
ハ
務
テ
完
全
ナ
ル
ヲ
期
ス
事
」
と
い
う
項
目
を
掲
げ
、「
数
十
年
ヲ
達
観
シ
務
テ
其
大
成
ヲ
期
ス
速
カ
ナ
ル
ヲ
貪
リ
テ
姑
息
ニ
陥
ル
不
可
是
ヲ
以
テ
順
漸
斉
整
シ
其
以
テ
成
ス
所
ハ
毫
モ
退
歩
セ
サ
ラ
ン
ヲ
旨
ト
ス
」
と
、
同
様
の
方
針
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
5
）。
こ
こ
に
は
「
全
国
的
規
模
で
の
学
校
創
設
を
長
期
的
な
展
望
の
も
と
に
確
実
に
実
現
し
よ
う
と
す
る
、
文
部
当
局
者
の
な
み
な
み
な
ら
ぬ
気
宇
の
ほ
ど
が
示
さ
れ
て
い
」
（
6
）る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
学
校
を
新
築
す
る
際
に
は
長
期
的
な
展
望
を
も
っ
て
「
完
全
ナ
ル
」
校
舎
を
建
築
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
こ
の
考
え
方
は
、「
完
全
」
主
義
と
も
呼
ば
れ
る
。
松
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し
、「
学
制
」
頒
布
か
ら
五
年
後
、
文
部
省
は
こ
の
「
完
全
」
主
義
と
は
異
な
る
方
針
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
文
部
官
僚
に
よ
る
各
大
学
区
の
巡
視
で
あ
る
。
一
八
七
七
年
（
明
治
一
〇
年
）、
文
部
省
は
地
方
の
教
育
の
実
態
を
視
察
し
、「
学
制
」
に
掲
げ
ら
れ
た
構
想
が
ど
れ
だ
け
達
成
さ
れ
て
い
る
か
を
調
査
す
る
た
め
、
各
大
学
区
に
文
部
省
高
官
を
派
遣
し
た
。
五
月
に
は
西
村
茂
樹
（
文
部
大
書
記
官
）
を
第
二
大
学
区
に
、
九
鬼
隆
一
（
文
部
大
書
記
官
）
を
第
三
大
学
区
に
派
遣
、
九
月
に
は
神
田
孝
平
（
文
部
少
輔
）
を
新
潟
・
長
野
（
と
も
に
第
六
大
学
区
）
に
、
中
島
永
元
（
文
部
権
大
書
記
官
）
を
山
形
県
（
第
六
大
学
区
）・
秋
田
県
（
第
七
大
学
区
）
に
派
遣
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
視
察
報
告
書
は
巡
視
功
程
と
し
て
文
部
大
輔
田
中
不
二
麻
呂
に
提
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
文
部
省
の
政
策
転
換
に
大
き
く
影
響
し
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
巡
視
報
告
書
の
な
か
で
は
、
当
時
の
学
校
建
築
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
西
村
茂
樹
は
、
一
八
七
七
年（
明
治
一
〇
年
）五
月
四
日
か
ら
七
月
二
日
に
か
け
て
第
二
大
学
区
の
巡
視
を
お
こ
な
い
、
静
岡
・
愛
知
・
三
重
・
岐
阜
・
石
川
を
視
察
し
て
い
る
が
、
静
岡
県
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
報
告
を
し
て
い
る
。
「
遠
江
国
ハ
専
ラ
学
事
ノ
外
面
ヲ
粧
飾
ス
ル
コ
ト
ヲ
務
メ
学
校
ヲ
造
ル
ニ
モ
三
層
四
層
ノ
高
楼
ヲ
建
ル
者
ア
リ
然
レ
ト
モ
区
内
学
齢
ノ
童
子
ノ
数
ヲ
算
シ
テ
之
ヲ
建
タ
ル
者
ニ
非
サ
レ
ハ
広
狭
度
ニ
適
セ
ス
新
築
ヲ
畢
リ
タ
ル
後
直
ニ
又
増
築
ヲ
為
サ
ヽ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
者
ア
リ
」
（
7
）
「
遠
江
国
ハ
学
校
築
造
ニ
多
ク
金
ヲ
費
セ
シ
ニ
由
リ
其
資
金
殊
ニ
乏
少
ナ
リ
」
（
8
）
こ
の
よ
う
に
西
村
は
、「
外
面
ヲ
粧
飾
」
し
た
三
階
建
・
四
階
建
の
校
舎
を
建
て
る
こ
と
に
つ
い
て
批
判
的
で
、
児
童
数
の
推
測
を
誤
り
、
新
築
し
た
校
舎
を
す
ぐ
に
増
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
よ
う
な
計
画
性
の
な
さ
も
批
判
し
て
い
る
。
西
村
は
各
県
の
視
察
報
告
を
し
た
の
ち
に
「
第
二
大
学
区
巡
視
功
程
付
録
」
と
い
う
報
告
を
提
出
し
、
そ
の
な
か
で
「
普
通
教
育
ノ
病
ト
称
180
「
質
朴
堅
牢
」
主
義
の
系
譜
三
ス
ヘ
キ
者
」
を
い
く
つ
か
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
「
専
ラ
外
面
ノ
修
飾
ヲ
務
メ
テ
教
育
ノ
本
旨
ヲ
後
ニ
ス
ル
」
（
9
）と
い
う
弊
害
が
見
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
第
三
大
学
区
を
巡
視
し
た
九
鬼
隆
一
も
、
西
村
と
同
様
の
報
告
を
し
て
い
る
。
一
八
七
七
年
（
明
治
一
〇
年
）
五
月
四
日
か
ら
七
月
八
日
に
か
け
て
、
滋
賀
・
京
都
・
兵
庫
・
堺
・
和
歌
山
・
大
坂
の
二
府
四
県
の
巡
視
を
お
こ
な
っ
た
九
鬼
は
、
各
府
県
の
視
察
報
告
と
と
も
に
、「
第
三
大
学
区
巡
視
功
程
付
録
」
と
し
て
意
見
を
上
申
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
九
鬼
は
、「
多
ク
ハ
利
用
ヨ
リ
装
飾
ヲ
重
ン
シ
実
益
ヨ
リ
外
観
ヲ
先
ン
ス
ル
ノ
風
習
」
が
あ
る
と
述
べ
、「
学
校
ヲ
新
築
ス
ル
ニ
当
リ
テ
ハ
極
メ
テ
簡
潔
ニ
シ
テ
虚
飾
ナ
カ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
主
ト
シ
美
麗
ノ
建
築
ヲ
節
抑
ス
ヘ
シ
」
（
10
）と
主
張
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
倉
沢
剛
は
、
外
形
か
ら
内
容
へ
、
修
飾
で
は
な
く
実
用
を
、
と
い
う
観
点
を
西
村
や
九
鬼
が
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
教
育
思
想
か
ら
の
影
響
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
（
11
）。
中
島
永
元
は
、
一
八
七
七
年（
明
治
一
〇
年
）九
月
八
日
か
ら
一
〇
月
二
七
日
に
か
け
て
、
山
形
と
秋
田
を
巡
視
し
て
い
る
が
、
秋
田
県
に
つ
い
て
の
報
告
の
な
か
に
は
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。
「
百
事
実
益
ヲ
先
ト
シ
務
メ
テ
虚
飾
ヲ
省
キ
漸
ヲ
以
テ
教
育
ノ
基
礎
ヲ
固
ク
シ
民
力
ニ
応
シ
テ
学
費
ヲ
支
出
シ
速
成
急
進
ニ
流
レ
テ
他
日
学
校
維
持
ニ
苦
シ
ム
如
キ
弊
害
ニ
陥
ラ
サ
ル
ヲ
目
的
ト
ス
故
ニ
各
地
ノ
学
校
ハ
多
ク
旧
寺
院
或
ハ
倉
庫
等
ヲ
修
繕
シ
テ
以
テ
教
場
ト
為
セ
リ
又
全
管
中
既
ニ
新
築
ノ
学
校
九
十
余
所
ア
ル
モ
概
子
粗
樸
ヲ
主
ト
シ
テ
外
壁
ヲ
粉
飾
ス
ル
如
キ
建
築
甚
稀
ナ
リ
故
ニ
学
事
ノ
外
形
ニ
就
テ
之
ヲ
観
レ
ハ
教
育
ノ
度
□
後
レ
タ
ル
ニ
似
タ
レ
ト
モ
其
実
況
ハ
却
テ
外
形
ニ
優
レ
ル
者
ア
リ
」
（
12
）
中
島
は
山
形
県
に
つ
い
て
「
校
舎
ノ
外
観
ヲ
装
飾
ス
ル
ノ
弊
ナ
キ
ハ
秋
田
県
ト
其
趣
ヲ
同
ク
ス
」
（
13
）と
も
報
告
し
て
お
り
、
外
形
松
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179
を
飾
る
よ
り
も
内
実
を
重
ん
じ
て
い
る
点
で
、
秋
田
と
山
形
を
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
学
制
」
は
、
国
民
皆
学
を
め
ざ
し
て
初
等
学
校
の
普
及
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
小
学
校
を
設
立
・
維
持
す
る
た
め
の
民
衆
の
負
担
は
大
き
く
、
根
強
い
不
満
や
抵
抗
も
存
在
し
て
い
た
。
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
文
部
省
高
官
に
よ
る
視
察
は
、
そ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
小
学
校
の
普
及
を
阻
害
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
を
追
究
し
よ
う
と
す
る
問
題
意
識
は
強
く
、
そ
の
一
つ
と
し
て
学
校
建
築
に
費
や
さ
れ
る
建
築
費
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
時
期
に
多
額
の
建
築
費
用
を
つ
ぎ
込
ん
で
建
て
ら
れ
た
豪
奢
な
西
洋
風
の
小
学
校
建
築
は
、
宮
大
工
な
ど
が
西
洋
建
築
の
外
観
を
模
倣
す
る
な
ど
し
て
建
築
し
た
こ
と
か
ら
、
の
ち
に
擬
洋
風
建
築
と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
う
し
た
校
舎
は
学
校
教
育
に
対
す
る
地
域
住
民
の
熱
い
期
待
の
表
れ
で
あ
っ
た
り
、
文
明
開
化
の
象
徴
と
し
て
民
衆
の
学
校
教
育
へ
の
関
心
を
促
す
も
の
で
あ
っ
た
り
も
し
た
。
し
か
し
、
巡
視
の
な
か
で
文
部
官
僚
た
ち
が
批
判
し
た
の
は
、「
外
面
を
飾
る
こ
と
」
に
こ
だ
わ
っ
て
、
か
え
っ
て
学
校
教
育
の
普
及
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
批
判
の
理
由
は
、
費
や
さ
れ
る
建
築
費
が
高
額
な
こ
と
、
建
築
物
と
し
て
の
脆
弱
さ
の
た
め
に
修
繕
費
が
か
さ
む
こ
と
、
児
童
数
の
増
加
を
斟
酌
し
な
い
で
校
舎
を
建
て
て
し
ま
う
こ
と
、
な
ど
で
あ
っ
た
。
学
校
建
築
に
つ
い
て
の
彼
ら
の
報
告
や
上
申
は
、
校
舎
の
外
観
を
装
飾
す
る
た
め
費
用
を
注
ぎ
込
む
こ
と
を
や
め
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
児
童
を
収
容
す
る
た
め
の
簡
素
な
校
舎
を
め
ざ
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
の
小
学
校
施
設
全
体
か
ら
す
れ
ば
、
校
舎
と
い
っ
て
も
寺
院
や
民
家
を
転
用
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
新
築
さ
れ
る
校
舎
は
ま
だ
少
な
か
っ
た
（
14
）。
し
か
し
、
さ
ら
に
就
学
率
が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
増
え
続
け
る
児
童
を
収
容
す
る
た
め
に
校
舎
の
新
築
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
学
校
建
築
費
は
抑
制
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
は
、
地
方
に
も
共
有
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
山
梨
県
で
は
、
県
令
で
あ
っ
た
藤
村
紫
朗
の
指
導
の
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も
と
で
擬
洋
風
の
公
共
建
築
が
数
多
く
建
て
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
の
ち
に
藤
村
式
建
築
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
小
学
校
建
築
の
場
合
に
は
、
建
築
費
や
修
繕
費
が
か
さ
む
こ
と
か
ら
、
藤
村
も
洋
風
化
を
推
進
し
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
一
八
七
八
年
（
明
治
一
一
年
）八
月
一
日
に
出
さ
れ
た
県
令
か
ら
区
戸
長
や
学
区
取
締
な
ど
に
対
す
る
通
達
の
な
か
で
は
、
校
舎
の
新
築
に
つ
い
て「
位
地
其
宜
ヲ
得
教
場
等
其
体
裁
ニ
適
ヒ
新
気
ヲ
流
通
シ
築
造
堅
牢
其
久
キ
ニ
耐
ル
ヲ
主
ト
シ
外
観
ノ
美
ヲ
飾
ル
ハ
決
シ
テ
本
意
ニ
無
之
然
ル
ニ
即
今
建
築
既
成
ノ
学
舎
ヲ
観
ル
ニ
或
ハ
要
用
ナ
ラ
サ
ル
層
楼
ヲ
結
構
シ
或
ハ
窓
牖
戸
壁
ヲ
彩
飾
ス
ル
ト
雖
モ
其
構
造
ハ
粗
薄
ニ
シ
テ
堅
牢
ナ
ラ
ス
所
謂
外
観
ノ
美
ヲ
競
ヒ
実
用
ノ
如
何
ヲ
顧
ミ
サ
ル
状
況
ナ
キ
ニ
シ
モ
ア
ラ
ス
其
弊
ヤ
目
下
ニ
ア
ツ
テ
ハ
無
用
ノ
層
楼
又
ハ
外
観
虚
飾
ノ
為
ニ
幾
分
ノ
増
費
ヲ
要
シ
向
来
ニ
ア
リ
テ
ハ
其
構
造
堅
牢
ナ
ラ
サ
ル
カ
為
メ
多
年
ヲ
経
ス
シ
テ
修
繕
改
築
等
ノ
費
用
ヲ
要
ス
ル
ニ
至
ル
ヘ
シ
之
ヲ
日
本
風
ノ
質
素
堅
牢
ナ
ル
構
造
ニ
比
ス
レ
ハ
其
得
失
利
害
如
何
ナ
リ
ヤ
…
…
」
（
15
）と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
三
北
陸
東
海
両
道
巡
幸
と
教
学
聖
旨
文
部
官
僚
に
よ
る
巡
視
と
と
も
に
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
こ
の
時
期
に
お
こ
な
わ
れ
た
明
治
天
皇
の
巡
幸
で
あ
る
。
一
八
七
八
年
（
明
治
一
一
年
）
八
月
三
〇
日
か
ら
一
一
月
九
日
ま
で
、
北
陸
東
海
両
道
巡
幸
が
実
施
さ
れ
、
明
治
天
皇
は
各
地
の
県
庁
・
裁
判
所
・
学
校
な
ど
を
視
察
し
た
。
そ
こ
で
教
育
の
実
情
を
目
に
し
た
天
皇
は
、
知
育
万
能
の
教
育
を
深
く
憂
え
、
道
徳
教
育
振
興
の
必
要
性
を
側
近
に
洩
ら
し
た
と
い
わ
れ
る
。
巡
幸
に
お
い
て
、
視
察
先
あ
る
い
は
宿
泊
先
に
選
ば
れ
た
学
校
で
、
校
舎
を
整
備
し
、
あ
る
い
は
洋
風
の
校
舎
を
新
築
し
て
天
皇
を
迎
え
よ
う
と
す
る
こ
と
は
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
北
陸
東
海
両
道
巡
幸
で
も
同
様
の
対
応
が
な
さ
れ
た
（
16
）。
天
皇
の
行
在
所
に
は
、
す
で
に
落
成
し
て
い
た
上
田
街
学
校
が
あ
て
ら
れ
、
天
皇
は
九
月
七
日
に
臨
幸
し
て
い
る
。
ま
た
、
九
月
九
日
に
は
師
範
学
松
山
大
学
論
集
第
二
十
七
巻
第
三
号
六
177
校
長
野
本
校
へ
の
臨
幸
も
あ
り
、
天
覧
授
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
が
、「
当
日
の
た
め
に
、
師
範
学
校
で
は
寄
宿
舎
一
棟
を
増
築
し
、
校
舎
二
層
の
望
楼
を
造
り
、
玄
関
前
に
円
形
の
築
山
を
作
り
数
百
本
の
小
松
を
植
え
た
」
（
17
）の
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
対
応
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
巡
幸
に
同
行
し
た
侍
補
の
佐
々
木
高
行
は
、
一
八
七
八
年
（
明
治
一
一
年
）
九
月
七
日
の
日
記
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
な
否
定
的
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
「
行
在
所
ハ
師
範
学
校
也
、
同
校
ハ
兼
テ
建
築
ノ
筈
ノ
處
、
何
カ
ト
差
支
、
不
調
處
、
此
度
御
巡
行
ニ
テ
俄
ニ
建
築
セ
ル
由
ニ
テ
、
人
民
等
ハ
不
平
ノ
色
有
リ
ト
云
ヘ
リ
、
高
行
等
思
フ
ニ
、
実
ニ
左
ア
ル
ベ
シ
、
如
此
建
築
永
続
ノ
目
的
有
ル
マ
ジ
ト
想
像
セ
リ
、
一
体
左
様
ノ
虚
飾
ノ
弊
ハ
地
方
一
般
ナ
ラ
ン
、
併
シ
、
是
レ
モ
畢
竟
東
京
ニ
テ
ノ
諸
省
ノ
建
築
ニ
習
ヒ
タ
ル
事
ニ
テ
、
其
責
ハ
大
政
府
ニ
有
ル
ト
」
（
18
）
明
治
天
皇
も
ま
た
、
右
大
臣
岩
倉
具
視
に
対
し
て
、「
爾
後
一
層
勤
倹
ノ
旨
ヲ
専
務
ト
シ
我
邦
ノ
徳
義
ヲ
教
育
ニ
施
サ
ン
コ
ト
」
と
の
「
内
喩
」
を
お
こ
な
っ
て
い
る
（
19
）。
巡
幸
中
に
地
方
の
窮
状
に
接
し
た
天
皇
は
、「
節
倹
」
の
重
要
性
を
痛
感
し
、
ま
た
、
教
育
が
西
洋
的
な
も
の
に
偏
り
す
ぎ
て
い
る
こ
と
を
憂
え
て
（
20
）、
日
本
固
有
の
道
徳
の
教
育
が
必
要
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
元
田
永
孚
を
中
心
と
す
る
侍
補
グ
ル
ー
プ
は
、「
節
倹
愛
民
」
の
聖
旨
を
公
布
す
る
こ
と
で
、
天
皇
親
政
の
第
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
考
え
た
（
21
）。
こ
の
時
期
、
政
府
の
財
政
が
逼
迫
す
る
な
か
で
、
官
吏
が
奢
侈
に
流
れ
る
風
潮
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
民
衆
の
反
感
を
か
っ
て
お
り
、
民
権
派
の
標
的
と
な
る
恐
れ
も
あ
っ
た
。
侍
補
グ
ル
ー
プ
は
三
条
・
岩
倉
の
両
大
臣
に
働
き
か
け
、
一
八
七
九
年
（
明
治
一
二
年
）
三
月
に
は
、
太
政
官
を
通
し
て
各
省
各
府
県
に
次
の
よ
う
な
「
勤
倹
の
聖
旨
」
が
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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凡
百
搬
ノ
政
揆
勤
倹
ヲ
本
ト
シ
冗
費
ヲ
省
キ
務
メ
テ
簡
実
ニ
就
キ
専
ラ
民
生
ヲ
厚
ク
シ
事
業
ヲ
勧
ム
ヘ
キ
事
一
官
省
ノ
建
築
其
他
一
切
ノ
土
木
既
ニ
著
手
シ
タ
ル
分
ヲ
除
ク
外
可
成
省
略
可
致
事
一
各
地
方
官
ニ
於
テ
モ
厚
ク
旨
意
ヲ
奉
体
シ
費
用
ヲ
節
略
シ
民
力
ヲ
愛
養
ス
ヘ
キ
事
「
勤
倹
の
聖
旨
」
が
出
さ
れ
た
あ
と
、
元
田
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
近
年
教
学
の
風
」
が
「
忠
孝
廉
恥
を
忌
候
て
、
外
飾
の
開
化
に
流
れ
」
て
お
り
、「
今
般
勤
倹
被
仰
出
候
旨
、
一
統
へ
貫
徹
仕
候
に
付
て
は
、
続
て
今
一
つ
被
仰
出
有
之
度
義
は
、
教
学
の
御
趣
意
」
で
あ
る
（
22
）。
こ
う
し
て
一
八
七
九
年
（
明
治
一
二
年
）
八
月
に
は
、「
教
学
聖
旨
」
が
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。「
教
学
聖
旨
」
は
「
教
学
大
旨
」
と
「
小
学
条
目
二
件
」
と
か
ら
な
る
が
、「
教
学
大
旨
」
に
は
、「
教
学
ノ
要
、
仁
義
忠
孝
ヲ
明
カ
ニ
シ
テ
、
智
識
才
芸
ヲ
究
メ
、
以
テ
人
道
ヲ
尽
ス
ハ
、
我
祖
訓
国
典
ノ
大
旨
、
上
下
一
般
ノ
教
ト
ス
ル
所
ナ
リ
、
然
ル
ニ
輓
近
専
ラ
智
識
才
芸
ノ
ミ
ヲ
尚
ト
ヒ
、
文
明
開
化
ノ
末
ニ
馳
セ
、
品
行
ヲ
破
リ
、
風
俗
ヲ
傷
フ
者
少
ナ
カ
ラ
ス
、
然
ル
所
以
ノ
者
ハ
、
維
新
ノ
始
首
ト
シ
テ
陋
習
ヲ
破
リ
、
智
識
ヲ
世
界
ニ
広
ム
ル
ノ
卓
見
ヲ
以
テ
、
一
時
西
洋
ノ
所
長
ヲ
取
リ
、
日
新
ノ
効
ヲ
奏
ス
ト
雖
ト
モ
、
其
流
弊
仁
義
忠
孝
ヲ
後
ニ
シ
、
徒
ニ
洋
風
是
競
フ
ニ
於
テ
ハ
、
将
来
ノ
恐
ル
ル
所
、
終
ニ
君
臣
父
子
ノ
大
義
ヲ
知
ラ
サ
ル
ニ
至
ラ
ン
モ
測
ル
可
ラ
ス
、
是
我
邦
教
学
ノ
本
意
ニ
非
サ
ル
也
、
…（
後
略
）」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
洋
風
を
競
う
当
時
の
教
育
の
状
況
を
憂
え
た
内
容
と
な
っ
て
い
た
。
儒
教
主
義
に
よ
る
道
徳
教
育
が
重
要
で
あ
る
と
す
る
主
張
は
、「
洋
風
」を
競
っ
て
「
勤
倹
」
の
精
神
を
失
っ
て
い
る
欧
化
主
義
に
対
す
る
批
判
と
表
裏
一
体
の
も
の
で
あ
っ
た
。「
冗
費
」
を
費
や
し
て
建
築
さ
れ
た
西
洋
風
の
外
観
を
も
つ
校
舎
は
、
道
徳
教
育
を
再
興
し
よ
う
と
す
る
立
場
か
ら
も
批
判
の
対
象
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
八
八
〇
年
（
明
治
一
三
年
）
六
月
、
明
治
天
皇
は
山
梨
、
三
重
、
京
都
な
ど
の
府
県
を
巡
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
の
と
き
文
部
卿
で
あ
っ
た
河
野
敏
鎌
は
、巡
幸
の
先
発
と
し
て
沿
道
各
地
の
教
育
の
状
況
を
視
察
し
、報
告
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
明
治
天
皇
は
六
月
一
六
日
に
東
京
を
出
発
し
た
が
、
河
野
は
そ
れ
に
先
立
つ
六
月
七
日
、
島
田
三
郎
（
文
部
権
大
書
記
官
）、
江
松
山
大
学
論
集
第
二
十
七
巻
第
三
号
八
175
木
千
之
（
一
等
属
）、
高
嶺
秀
夫
（
東
京
師
範
学
校
教
諭
）
ら
を
従
え
て
出
発
し
、
山
梨
、
長
野
、
岐
阜
、
愛
知
、
三
重
を
視
察
し
た
。
河
野
は
、
京
都
の
諸
学
校
を
視
察
し
た
際
の
報
告
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
京
都
府
管
下
ハ
、
諸
校
大
抵
新
築
ニ
係
リ
、
構
造
宏
大
、
観
極
メ
テ
美
ナ
リ
ト
雖
、
其
授
業
ノ
方
法
、
教
育
ノ
整
頓
ニ
至
テ
ハ
、
未
ダ
必
ズ
シ
モ
此
ニ
副
ハ
ザ
ル
ナ
リ
。
…
…
其
府
立
ニ
係
ル
モ
ノ
、
師
範
学
校
、
中
学
校
、
女
学
校
、
医
学
校
、
女
紅
場
ノ
如
キ
ハ
、
観
ノ
美
ハ
則
チ
美
ナ
リ
ト
雖
、
其
中
実
ニ
至
テ
ハ
、
未
ダ
必
ズ
シ
モ
他
地
方
ノ
モ
ノ
ニ
優
ル
ト
謂
フ
ヲ
得
ズ
。」
（
23
）
す
な
わ
ち
河
野
は
、
京
都
で
は
多
く
の
校
舎
が
新
築
で
「
観
極
メ
テ
美
」
で
あ
る
が
、
授
業
や
教
育
の
内
実
が
伴
っ
て
い
な
い
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
学
事
視
察
か
ら
帰
国
し
た
河
野
は
、
そ
こ
で
調
査
し
た
地
方
の
教
育
実
態
を
ふ
ま
え
、
教
育
令
の
改
正
作
業
に
着
手
す
る
。
そ
の
結
果
、
一
八
八
〇
年
（
明
治
一
三
年
）
一
二
月
九
日
付
で
教
育
令
改
正
案
が
上
奏
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
河
野
は
「
教
育
令
改
正
案
ヲ
上
奏
ス
ル
ノ
議
」
の
な
か
で
、
校
舎
が
「
外
観
ヲ
装
飾
ス
ル
」
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
批
判
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
学
制
ノ
頒
布
ニ
当
リ
、
執
事
者
意
ヲ
成
功
ニ
鋭
ク
シ
、
校
舎
ヲ
壮
大
ニ
シ
、
外
観
ヲ
装
飾
ス
ル
ノ
事
、
往
往
ニ
シ
テ
免
レ
ズ
。
是
ニ
於
テ
カ
、
学
問
ノ
益
未
ダ
顕
ハ
レ
ズ
シ
テ
、
人
民
之
ヲ
厭
フ
ノ
念
先
ヅ
生
ズ
。」
（
24
）
地
方
視
察
の
結
論
と
し
て
河
野
は
、
地
方
官
に
よ
る
就
学
の
督
励
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
干
渉
主
義
に
よ
っ
て
教
育
の
普
及
を
は
か
る
べ
き
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
一
八
八
〇
年
（
明
治
一
三
年
）
一
二
月
二
八
日
に
は
改
正
教
育
令
（
第
二
次
教
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育
令
）
が
公
布
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
八
八
一
年
（
明
治
一
四
年
）
四
月
に
は
、
内
閣
の
改
造
に
よ
り
福
岡
孝
弟
が
新
し
い
文
部
卿
に
任
ぜ
ら
れ
る
が
、
河
野
の
政
策
は
福
岡
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、「
壮
大
」
で
「
外
観
ヲ
装
飾
」
し
た
校
舎
を
批
判
し
た
河
野
の
考
え
方
も
、
次
節
で
述
べ
る
『
文
部
省
示
諭
』
の
学
校
建
築
観
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
（
25
）。
四
文
部
省
示
諭
文
部
省
は
第
二
次
教
育
令
を
よ
り
詳
し
く
解
説
す
る
た
め
、
一
八
八
二
年
（
明
治
一
五
年
）
の
一
一
月
二
一
日
か
ら
一
二
月
一
五
日
ま
で
、
全
国
各
府
県
の
学
務
課
長
お
よ
び
府
県
立
学
校
長
を
東
京
に
召
集
し
て
、
学
事
諮
問
会
を
開
催
し
た
。
そ
し
て
そ
の
席
上
、
文
部
省
の
各
局
課
長
ま
た
は
主
務
吏
員
が
、
府
県
の
担
当
す
べ
き
教
育
諸
般
の
事
項
に
関
し
て
、
文
部
省
の
基
本
方
針
を
説
明
し
た
。
そ
の
内
容
を
文
章
化
し
て
配
布
し
た
文
献
が
『
文
部
省
示
諭
』
で
あ
る
。『
文
部
省
示
諭
』
は
、
第
二
次
教
育
令
体
制
に
関
す
る
「
最
も
体
系
的
か
つ
詳
細
な
、
文
部
省
の
公
式
解
説
」
で
あ
り
、
そ
の
「
基
本
原
理
を
教
育
の
具
体
的
な
分
野
や
事
項
に
即
し
て
体
系
的
に
解
き
明
か
し
て
く
れ
て
い
る
」
史
料
で
あ
る
（
26
）。
そ
し
て
そ
の
内
容
は
、「
諸
府
県
で
の
教
育
行
政
施
策
の
そ
の
後
の
展
開
に
対
し
、
す
ぐ
れ
て
直
接
的
か
つ
強
力
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
」
と
さ
れ
る
（
27
）。
そ
の
『
文
部
省
示
諭
』
の
な
か
の
「
小
学
校
ノ
建
築
」
の
項
目
は
、「
明
治
二
〇
〜
三
〇
年
代
に
生
起
し
た
各
種
の
学
校
施
設
基
準
を
方
向
づ
け
た
『
質
朴
堅
牢
』
主
義
の
出
発
点
に
位
置
し
て
い
た
」
（
28
）と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
小
学
校
建
築
は
「
素
朴
」
で
「
堅
牢
」
で
あ
る
べ
き
と
す
る
原
則
が
、
文
部
省
か
ら
公
式
に
打
ち
出
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。「
小
学
校
ノ
建
築
」
に
は
、「
素
朴
」
に
し
て
「
堅
牢
」
と
い
う
表
現
が
次
の
よ
う
に
繰
り
返
し
登
場
す
る
。（「
素
朴
」
は
「
か
ざ
り
け
が
な
く
あ
り
の
ま
ま
な
こ
と
。」
を
意
味
し
、「
質
朴
」
は
「
か
ざ
り
け
が
な
く
律
儀
な
こ
と
。
純
朴
。」
を
意
味
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
「
か
ざ
り
け
の
な
い
」
状
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態
を
表
わ
す
言
葉
で
あ
る
（
29
）。）
「
校
舎
ノ
構
造
ハ
成
ル
ヘ
ク
素
朴
堅
牢
ヲ
旨
ト
ス
」
（
30
）
「
一
ハ
華
飾
ヲ
旨
ト
シ
テ
堅
牢
ヲ
顧
ミ
ス
」
（
31
）
「
其
構
造
ハ
素
朴
ニ
シ
テ
堅
牢
ナ
ル
ヘ
シ
」
（
32
）
「
此
建
築
法
ニ
因
ル
ト
キ
ハ
素
朴
ヲ
旨
ト
ス
ル
カ
故
ニ
華
飾
ノ
費
ヲ
省
キ
堅
牢
ヲ
旨
ト
ス
ル
カ
故
ニ
修
補
ノ
費
ヲ
省
ク
」
（
33
）
『
文
部
省
示
諭
』
は
、
各
府
県
で
作
成
さ
れ
る
規
則
の
内
容
を
拘
束
す
る
と
い
う
強
制
的
な
性
格
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
、
小
学
校
の
新
築
に
あ
た
っ
て
も
、
府
県
が
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
を
設
け
て
検
査
す
る
こ
と
を
促
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、『
文
部
省
示
諭
』
が
示
さ
れ
た
前
後
の
時
期
に
、
各
府
県
で
は
ど
の
よ
う
な
小
学
校
建
築
の
基
準
を
設
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
愛
媛
県
で
は
、
一
八
八
二
年
（
明
治
一
五
年
）
三
月
二
八
日
に
「
小
学
校
建
築
心
得
」
を
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
第
一
一
条
に
は
「
校
舎
ノ
建
築
ハ
質
素
ニ
シ
テ
堅
固
ナ
ル
ヲ
旨
ト
シ
、
決
シ
テ
虚
飾
ニ
流
レ
実
用
ニ
負
ク
ヘ
カ
ラ
ス
」
（
34
）と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
群
馬
県
教
育
会
で
は
、
一
八
八
二
年
（
明
治
一
五
年
）
八
月
の
会
議
に
お
い
て
「
小
学
校
建
築
心
得
」
を
決
議
し
て
い
る
が
、
全
体
で
一
六
条
か
ら
な
る
こ
の
「
心
得
」
の
第
五
条
に
は
、
校
舎
に
つ
い
て
「
其
構
造
ハ
虚
飾
ニ
流
レ
ス
素
朴
堅
牢
ヲ
旨
ト
シ
実
用
ニ
背
ク
ヘ
カ
ラ
ス
」
（
35
）と
記
さ
れ
て
い
る
。『
文
部
省
示
諭
』
よ
り
も
早
い
時
期
に
、
す
で
に
「
質
朴
堅
牢
」
主
義
の
考
え
方
を
述
べ
て
い
た
府
県
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
文
部
省
示
諭
』
以
降
に
な
る
と
、「
質
朴
堅
牢
」
主
義
を
盛
り
込
ん
だ
「
心
得
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
府
県
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
長
野
県
で
は
、
一
八
八
三
年
（
明
治
一
六
年
）
五
月
一
七
日
の
「
小
学
校
建
築
心
得
」
の
な
か
で
、「
校
舎
ノ
搆
造
ハ
華
172
「
質
朴
堅
牢
」
主
義
の
系
譜
一
一
飾
ニ
流
レ
ス
矮
陋
ニ
失
セ
ス
素
扑
堅
牢
ニ
シ
テ
」、
ま
た
「
其
搆
造
ハ
素
扑
ニ
シ
テ
堅
牢
ナ
ル
ヘ
シ
」
と
し
て
い
る
（
36
）。
宮
城
県
で
は
、
一
八
八
三
年
（
明
治
一
六
年
）
七
月
二
五
日
の
「
小
学
校
建
築
心
得
」
の
第
一
条
で
「
学
校
ノ
建
築
ハ
勉
メ
テ
質
素
ニ
基
キ
堅
牢
ヲ
旨
ト
シ
虚
飾
ニ
流
レ
実
用
ニ
負
ク
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
し
て
い
る
（
37
）。
千
葉
県
の
一
八
八
三
年
（
明
治
一
六
年
）
一
〇
月
六
日
の
「
小
学
校
舎
建
築
心
得
」
に
は
、「
其
構
造
ハ
素
朴
ニ
シ
テ
堅
牢
ナ
ル
ヲ
要
ス
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
38
）。
島
根
県
で
は
、
一
八
八
四
年
（
明
治
一
七
年
）
八
月
一
一
日
の
「
小
学
校
建
築
心
得
」
の
第
一
条
で
、「
小
学
校
ノ
建
築
ハ
質
素
ニ
シ
テ
堅
牢
ヲ
旨
ト
シ
苟
モ
虚
飾
ニ
流
レ
実
用
ニ
負
ク
可
カ
ラ
ス
」
と
し
て
い
る
（
39
）。
佐
賀
県
で
は
、
一
八
八
五
年
（
明
治
一
八
年
）
三
月
四
日
の
「
小
学
校
建
築
心
得
」
に
お
い
て
、
校
舎
に
つ
い
て
「
其
構
造
ハ
素
質
ニ
シ
テ
堅
牢
ナ
ル
ヲ
要
ス
」
と
し
て
い
る
（
40
）。
こ
の
よ
う
に
、「
虚
飾
」
に
流
れ
た
り
、「
実
用
」
に
反
し
た
り
す
る
こ
と
を
戒
め
、「
質
素
」
で
「
素
朴
」
で
「
堅
牢
」
な
校
舎
を
理
想
と
す
る
「
質
朴
堅
牢
」
主
義
の
学
校
建
築
観
は
、
府
県
の
「
心
得
」
の
な
か
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
五
小
学
校
設
備
準
則
一
八
八
六
年
（
明
治
一
九
年
）
に
公
布
さ
れ
た
小
学
校
令
は
、
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
三
年
）
に
は
全
面
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
第
一
九
条
に
は
、「
校
舎
校
地
校
具
体
操
場
農
業
練
習
場
ノ
設
備
ニ
関
ス
ル
規
則
ハ
文
部
大
臣
定
ム
ル
所
ノ
準
則
ニ
基
キ
府
県
知
事
ニ
於
テ
土
地
ノ
情
況
ヲ
量
リ
之
ヲ
定
ム
ヘ
シ
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
規
定
を
受
け
て
一
八
九
一
年
（
明
治
二
四
年
）
四
月
八
日
に
文
部
省
令
と
し
て
制
定
さ
れ
た
の
が
小
学
校
設
備
準
則
で
あ
る
（
41
）。
し
か
し
こ
の
準
則
は
、
制
定
後
ま
も
な
い
同
年
一
一
月
一
七
日
に
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
改
正
の
理
由
に
つ
い
て
文
部
省
は
、「
…
…
小
学
校
設
備
準
則
ハ
頗
ル
周
密
ニ
シ
テ
其
希
望
ス
ル
所
設
備
ノ
完
全
ヲ
求
ム
ル
ニ
在
リ
又
都
鄙
貧
富
ノ
別
ヲ
酌
量
ス
ル
ノ
精
神
ニ
乏
シ
キ
カ
故
ニ
実
際
ノ
情
況
ト
民
力
ノ
程
度
ト
ニ
適
セ
ス
強
テ
之
ヲ
実
行
セ
ン
ト
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ス
レ
ハ
一
方
ニ
ハ
土
地
ニ
不
相
当
ナ
ル
設
備
ヲ
ナ
シ
一
方
ニ
ハ
費
用
ヲ
増
加
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
傾
ア
リ
今
ヤ
小
学
校
令
施
行
ニ
要
ス
ル
諸
規
則
ヲ
発
シ
学
政
上
ノ
施
設
其
端
ヲ
更
メ
ン
ト
ス
ル
ニ
際
シ
教
育
ノ
改
良
ヲ
図
リ
就
学
ヲ
増
加
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
ニ
ハ
大
ニ
学
校
経
済
ニ
注
意
シ
十
分
ニ
節
約
ヲ
加
フ
ル
モ
尚
且
費
用
ノ
増
加
セ
ン
コ
ト
ヲ
恐
ル
苟
モ
法
令
ヲ
以
テ
設
備
ノ
完
全
ナ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
希
望
セ
ン
カ
異
日
教
育
費
ハ
大
ニ
増
加
シ
学
政
施
設
上
障
碍
ヲ
生
ス
ル
ニ
至
ル
ヘ
シ
是
レ
今
日
ニ
在
リ
テ
本
則
ヲ
改
正
シ
テ
簡
約
ノ
モ
ノ
ト
ナ
シ
都
鄙
貧
富
ノ
度
ニ
応
シ
テ
適
当
ナ
ル
設
備
ヲ
ナ
サ
シ
ム
ル
コ
ト
ニ
改
ム
ル
ノ
己
ム
ヘ
カ
ラ
サ
ル
所
以
ナ
リ
…
…
」
と
説
明
し
て
い
る
（
42
）。
す
な
わ
ち
、
小
学
校
施
設
の
整
備
は
、
地
域
の
「
実
際
ノ
情
況
」
や
「
民
力
ノ
程
度
」
に
見
合
っ
た
水
準
で
お
こ
な
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
法
令
で
詳
細
な
規
定
を
設
け
て
「
完
全
」
主
義
を
求
め
た
こ
と
は
望
ま
し
く
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
文
部
大
臣
で
あ
っ
た
大
木
喬
任
は
「
普
通
教
育
ノ
施
設
ニ
関
ス
ル
文
部
大
臣
ノ
意
見
」
の
な
か
で
、「
普
通
教
育
ノ
施
設
ハ
少
数
ノ
児
童
ヲ
シ
テ
完
全
ノ
教
育
ヲ
受
ケ
シ
メ
ン
ヨ
リ
寧
ロ
多
数
ノ
児
童
ヲ
シ
テ
国
民
必
須
ノ
教
育
ヲ
受
ケ
シ
メ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
す
る
立
場
か
ら
、「
学
政
施
設
或
ハ
完
全
ヲ
期
シ
テ
国
度
民
情
ニ
適
セ
ス
却
テ
教
育
ノ
普
及
ヲ
妨
ク
ル
ノ
傾
ナ
キ
ニ
非
ス
」
と
考
え
、「
殊
ニ
学
校
ノ
編
制
建
築
等
ニ
至
リ
テ
ハ
民
度
ニ
適
合
セ
サ
ル
モ
ノ
少
ナ
シ
ト
セ
ス
須
ク
簡
略
質
素
ノ
方
向
ニ
改
メ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
主
張
し
て
い
る
（
43
）。
つ
ま
り
大
木
文
部
大
臣
は
、「
学
制
」
に
見
ら
れ
た
「
完
全
」
主
義
が
か
え
っ
て
学
校
教
育
の
普
及
を
妨
げ
て
い
る
と
考
え
、「
民
度
」
に
合
っ
た
「
簡
略
質
素
」
な
学
校
施
設
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
小
学
校
設
備
準
則
は
「
簡
約
」
な
も
の
に
改
正
さ
れ
、
そ
の
な
か
で
、
校
舎
の
建
築
は
「
務
メ
テ
外
観
ノ
虚
飾
ヲ
去
リ
質
朴
堅
牢
ニ
シ
テ
土
地
ノ
民
度
ニ
適
合
シ
タ
ル
モ
ノ
タ
ル
ヘ
シ
」
と
定
め
ら
れ
、「
民
度
適
合
」
と
い
う
考
え
方
と
結
び
つ
い
た
か
た
ち
で
「
質
朴
堅
牢
」
主
義
は
立
法
化
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
小
学
校
設
備
準
則
の
改
正
を
受
け
て
、「
質
朴
堅
牢
」
主
義
を
盛
り
込
ん
だ
規
則
を
設
け
る
府
県
も
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
考
え
方
は
地
方
に
も
定
着
し
て
い
く
。
明
治
後
半
期
に
お
い
て
小
学
校
建
築
の
基
準
を
示
す
こ
と
に
な
る
、
一
八
九
五
年
（
明
治
二
八
年
）
の
「
学
校
建
築
図
説
明
及
設
計
大
要
」、
一
八
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「
質
朴
堅
牢
」
主
義
の
系
譜
一
三
九
九
年
（
明
治
三
二
年
）
に
再
改
正
さ
れ
る
小
学
校
設
備
準
則
、
一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
三
年
）
の
小
学
校
令
施
行
規
則
の
「
第
二
章
設
備
準
則
」
の
な
か
で
も
、「
質
朴
堅
牢
」
主
義
の
学
校
建
築
観
が
繰
り
返
し
登
場
し
、
わ
が
国
の
学
校
観
に
深
い
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
る
。
六
お
わ
り
に
明
治
十
年
代
の
前
半
、
文
部
官
僚
た
ち
に
よ
る
大
学
区
巡
視
と
、
明
治
天
皇
の
北
陸
東
海
両
道
巡
幸
を
契
機
と
し
て
、
西
洋
建
築
を
模
し
た
豪
奢
な
小
学
校
校
舎
を
建
て
る
こ
と
に
対
す
る
否
定
的
な
主
張
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。こ
の
主
張
が
一
八
八
二
年（
明
治
一
五
年
）
の
『
文
部
省
示
諭
』
に
お
い
て
文
部
省
の
公
式
な
見
解
と
な
り
、
や
が
て
一
八
九
一
年
（
明
治
二
四
年
）
に
は
小
学
校
設
備
準
則
改
正
に
お
い
て
「
質
朴
堅
牢
」
主
義
と
し
て
立
法
化
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
形
成
さ
れ
た
「
質
朴
堅
牢
」
主
義
に
は
、
そ
の
形
成
過
程
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
二
つ
の
側
面
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
経
済
的
な
側
面
と
精
神
的
な
側
面
で
あ
る
。
前
者
の
側
面
か
ら
見
る
と
「
質
朴
堅
牢
」
主
義
は
、
就
学
率
の
上
昇
に
よ
っ
て
増
加
し
て
い
く
児
童
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
、
限
ら
れ
た
予
算
の
な
か
で
収
容
力
の
高
い
学
校
建
築
を
設
け
よ
う
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
と
く
に
就
学
督
促
政
策
が
強
化
さ
れ
て
い
く
な
か
で
は
、
増
加
す
る
児
童
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
学
校
施
設
を
確
保
す
る
こ
と
が
急
務
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
立
場
か
ら
、
施
設
整
備
の
在
り
方
を
方
向
づ
け
る
も
の
と
し
て
「
質
朴
堅
牢
」
主
義
が
唱
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
後
者
の
精
神
的
な
側
面
か
ら
見
た
「
質
朴
堅
牢
」
主
義
は
、
西
洋
風
の
高
額
な
校
舎
を
「
虚
飾
」
と
し
て
否
定
し
、
洋
風
を
競
う
あ
ま
り
に
「
仁
義
忠
孝
」
の
伝
統
的
な
教
育
が
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
し
て
、
外
観
の
装
飾
で
は
な
く
内
容
の
充
実
に
こ
そ
心
を
砕
く
べ
き
で
あ
る
と
す
る
主
張
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
教
育
内
容
が
儒
教
主
義
的
な
も
の
に
重
点
を
移
し
て
い
く
の
と
連
動
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し
て
、
教
育
環
境
に
つ
い
て
の
「
質
朴
堅
牢
」
主
義
が
語
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
二
つ
の
側
面
は
、
め
ざ
す
と
こ
ろ
は
異
な
っ
て
い
る
。
一
方
は
就
学
者
数
の
上
昇
を
支
え
る
た
め
の
物
的
環
境
と
し
て
の
小
学
校
建
築
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
方
は
学
校
建
築
の
洋
風
化
に
象
徴
さ
れ
る
西
洋
化
の
行
き
過
ぎ
を
牽
制
し
つ
つ
、
儒
教
主
義
的
道
徳
教
育
を
復
興
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
両
者
の
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
も
の
は
一
致
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
学
校
建
築
に
お
け
る
「
外
面
の
虚
飾
」
で
あ
る
。
こ
う
し
た
構
造
の
な
か
で
登
場
し
定
着
し
て
い
っ
た
の
が
「
質
朴
堅
牢
」
主
義
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
注
（
1
）
建
築
学
大
系
編
集
委
員
会
編
『
建
築
学
大
系
三
二
学
校
・
体
育
施
設
』
彰
国
社
、
一
九
七
七
年
、
二
〇
〇
頁
。
（
2
）
文
部
省
教
育
施
設
局
内
学
校
建
築
研
究
会
編
『
新
制
中
学
校
建
築
の
手
び
き
』
明
治
図
書
、
一
九
四
九
年
、
一
二
頁
。
（
3
）
喜
多
明
人
『
学
校
環
境
と
子
ど
も
の
発
見
』
エ
イ
デ
ル
研
究
所
、
一
九
八
三
年
、
六
〇
頁
。
（
4
）
喜
多
明
人
『
学
校
施
設
の
歴
史
と
法
制
』
エ
イ
デ
ル
研
究
所
、
一
九
八
六
年
、
一
一
四
頁
。
（
5
）
文
部
省
内
教
育
史
編
纂
会
『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
第
一
巻
』
教
育
資
料
調
査
会
、
一
九
三
八
年
、
三
四
四
頁
。
（
6
）
国
立
教
育
研
究
所
編
『
日
本
近
代
教
育
百
年
史
第
三
巻
学
校
教
育
1
』
国
立
教
育
研
究
所
、
一
九
七
四
年
、
一
〇
八
六
頁
。
（
7
）
『
文
部
省
第
四
年
報
』
第
一
冊
、
三
二
頁
。
（
8
）
『
文
部
省
第
四
年
報
』
第
一
冊
、
三
二
頁
。
（
9
）
『
文
部
省
第
四
年
報
』
第
一
冊
、
四
四
頁
。
（
10
）
『
文
部
省
第
四
年
報
』
第
一
冊
、
五
五
頁
、
六
二
頁
。
（
11
）
倉
沢
剛
『
小
学
校
の
歴
史
Ⅰ－
学
制
期
小
学
校
政
策
の
発
足
過
程
』
ジ
ャ
パ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ビ
ュ
ー
ロ
ー
、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
六
三
年
、
一
〇
四
七
頁
。
（
12
）
『
文
部
省
第
五
年
報
』
第
一
冊
、
一
六
〜
一
七
頁
。
（
13
）
同
右
書
、
二
五
頁
。
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（
14
）
海
後
宗
臣
『
明
治
初
年
の
教
育
』
評
論
社
、
一
九
七
三
年
、
一
七
〇
〜
一
七
四
頁
。
（
15
）
山
梨
県
立
図
書
館
編
『
山
梨
県
史
第
七
巻
』
一
九
六
四
年
。
（
16
）
長
野
県
で
は
、
長
野
学
校
が
巡
幸
の
際
の
行
在
所
に
選
ば
れ
た
た
め
、
新
校
舎
を
竣
工
し
て
巡
幸
を
迎
え
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
町
内
有
志
か
ら
の
寄
付
金
を
集
め
る
た
め
の
期
間
も
短
く
、
工
期
も
三
カ
月
余
り
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
校
舎
の
規
模
が
大
き
か
っ
た
た
め
、
建
築
費
が
か
さ
ん
で
、
資
金
集
め
に
困
難
を
か
か
え
、
よ
う
や
く
一
八
八
〇
年
（
明
治
一
三
年
）
に
な
っ
て
「
松
本
開
智
学
校
に
比
肩
す
る
新
校
舎
が
落
成
し
た
」
と
い
う
。
長
野
県
教
育
史
刊
行
会
編
『
長
野
県
教
育
史
第
一
巻
総
説
編
一
』
長
野
県
教
育
史
刊
行
会
、
一
九
七
八
年
、
五
一
九
頁
。
（
17
）
同
右
書
、
七
八
一
頁
。
（
18
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
『
保
古
飛
呂
比
佐
佐
木
高
行
日
記
八
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
六
年
、
一
八
八
頁
。
（
19
）
元
田
竹
彦
・
海
後
宗
臣
編
「
古
稀
之
記
」『
元
田
永
孚
文
書
第
一
巻
（
傳
記
・
日
記
）』
一
九
六
九
年
、
一
七
六
頁
。『
明
治
天
皇
紀
』
に
は
、「
右
大
臣
岩
倉
具
視
を
召
し
て
、
爾
後
一
層
勤
倹
を
事
と
し
、
又
本
邦
固
有
の
道
徳
を
涵
養
す
る
の
緊
要
な
る
べ
き
を
内
諭
し
た
ま
ふ
」
と
あ
る
（
宮
内
庁
『
明
治
天
皇
紀
』
第
四
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
〇
年
、
七
五
七
頁
）。
（
20
）
還
幸
後
、
天
皇
は
元
田
に
対
し
て
、「
是
全
ク
明
治
五
年
以
来
田
中
文
部
大
輔
カ
米
国
教
育
法
ニ
據
リ
テ
組
織
セ
シ
学
課
ノ
結
果
」で
あ
る
と
語
っ
た
と
い
う
。
（
21
）
渡
辺
昭
夫
「
天
皇
制
国
家
形
成
途
上
に
お
け
る
「
天
皇
親
政
」
の
思
想
と
運
動－
日
本
的
「
立
憲
主
義
」
と
の
関
係
に
お
い
て－
」『
歴
史
学
研
究
』
№
二
五
四
、
一
九
六
一
年
六
月
、
一
〜
一
四
頁
。
侍
補
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
の
詔
勅
の
発
布
を
印
象
深
い
も
の
に
す
る
た
め
、
一
八
七
九
年
（
明
治
一
二
年
）
正
月
の
政
始
の
儀
式
を
そ
の
機
会
に
選
ん
で
い
た
が
、
結
果
的
に
は
三
月
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
（
22
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
『
保
古
飛
呂
比
佐
佐
木
高
行
日
記
八
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
六
年
、
二
七
一
頁
。
（
23
）
山
住
正
己
校
注
『
教
育
の
体
系
』（
日
本
近
代
思
想
大
系
6
）
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
、
九
七
頁
。
（
24
）
同
右
書
、
九
九
頁
。
（
25
）
「
文
部
省
示
諭
に
示
さ
れ
た
、
と
く
に
道
徳
教
育
、
教
科
書
対
策
な
ど
に
よ
り
、
河
野
前
文
部
卿
の
教
育
令
改
正
の
意
図
は
細
則
に
わ
た
り
ほ
ぼ
成
就
さ
れ
」
た
と
い
う
。「
第
三
編
第
一
章
第
一
節
二
第
二
次
教
育
令
の
公
布
と
初
等
教
育
」
国
立
教
育
研
究
所
『
日
本
近
代
教
育
百
年
史
』
第
三
巻
、
学
校
教
育
1
、
一
九
七
四
年
、
九
六
八
頁
。
（
26
）
佐
藤
秀
夫
『
教
育
の
文
化
史
3
史
実
の
検
証
』
阿
吽
社
、
二
〇
〇
五
年
、
二
六
三
〜
二
六
四
頁
。
初
出
は
「
一
解
題－
一
八
八
二
（
明
治
十
五
）
年
の
学
事
諮
問
会
と
『
文
部
省
示
諭
』
と
に
関
す
る
研
究－
」
国
立
教
育
研
究
所
第
一
研
究
部
教
育
史
料
調
査
室
編
『
学
事
諮
問
会
と
文
松
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部
省
示
諭
教
育
史
資
料
1
』
国
立
教
育
研
究
所
、
一
九
七
九
年
。
（
27
）
同
右
書
、
三
一
一
頁
。
（
28
）
喜
多
明
人
『
学
校
施
設
の
歴
史
と
法
制
』
三
〇
〜
三
一
頁
。
（
29
）
新
村
出
編
『
広
辞
苑
第
四
版
』
岩
波
書
店
、
一
五
二
〇
頁
、
一
一
五
四
頁
。
（
30
）
『
文
部
省
示
諭
』
一
六
頁
。
（
31
）
同
右
書
、
一
七
頁
。
（
32
）
同
右
書
、
一
八
頁
。
（
33
）
同
右
書
、
二
四
〜
二
五
頁
。
（
34
）
愛
媛
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
愛
媛
県
史
資
料
編
近
代
2
』
愛
媛
県
、
一
九
八
四
年
、
一
七
〇
〜
一
七
三
頁
。
（
35
）
群
馬
県
教
育
史
研
究
編
さ
ん
委
員
会
編
さ
ん
事
務
局
・
群
馬
県
教
育
セ
ン
タ
ー
編
『
群
馬
県
教
育
史
第
一
巻
（
明
治
編
上
巻
）』
群
馬
県
教
育
委
員
会
、
一
九
七
二
年
、
五
八
七
頁
。
（
36
）
長
野
県
教
育
史
刊
行
会
編
『
長
野
県
教
育
史
第
十
巻
史
料
編
四
』
長
野
県
教
育
史
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
、
二
四
八
〜
二
五
〇
頁
。
（
37
）
宮
城
県
教
育
委
員
会
企
画
編
集
『
宮
城
県
教
育
百
年
史
第
一
巻
明
治
編
』
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
七
六
年
、
二
三
〇
〜
二
三
三
頁
。
（
38
）
千
葉
県
教
育
委
員
会
・
千
葉
県
教
育
百
年
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
千
葉
県
教
育
百
年
史
第
三
巻
史
料
編
（
明
治
）』（
復
刻
版
）
教
育
新
聞
千
葉
支
局
、
一
九
七
八
年
、
三
三
九
〜
三
四
二
頁
。
（
39
）
島
根
県
教
育
庁
総
務
課
・
島
根
県
近
代
教
育
史
編
さ
ん
事
務
局
編
『
島
根
県
近
代
教
育
史
第
三
巻
資
料
』
島
根
県
教
育
委
員
会
、
一
九
七
八
年
、
六
五
六
〜
六
五
七
頁
。
（
40
）
佐
賀
県
教
育
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
佐
賀
県
教
育
史
第
二
巻
資
料
編
㈡
』
佐
賀
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
〇
年
、
二
六
四
〜
二
六
五
頁
。
（
41
）
小
学
校
設
備
準
則
は
、
学
校
建
築
に
対
す
る
「
国
家
的
統
制
」
が
始
ま
っ
た
「
最
初
の
法
令
」
で
あ
り
、
こ
れ
以
後
、
常
に
文
部
省
に
よ
っ
て
規
準
が
示
さ
れ
、
学
校
建
築
が
全
国
的
に
「
定
型
化
」
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
吉
武
泰
水
、
青
木
正
夫
『
建
築
計
画
学
8
学
校
1
』
丸
善
、
一
九
七
六
年
、
一
三
二
頁
。
（
42
）
文
部
省
内
教
育
史
編
纂
会
『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
第
三
巻
』
教
育
資
料
調
査
会
、
一
九
三
八
年
、
一
二
〇
頁
。
（
43
）
同
右
書
、
一
三
一
頁
。
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一
七
付記
本
稿
は
二
〇
一
三
年
度
に
交
付
を
受
け
た
松
山
大
学
特
別
研
究
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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